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注意事項 

 

１）監督者の指示があるまでは、この表紙を開いてはいけません。 

２）問題・解答用紙（この表紙を含め 2 枚） 

  用紙が不足していたり印刷が不鮮明な場合は、監督者に知らせなさい。 

３）用紙右上の受験番号記入欄に、受験番号を記入しなさい。 

 



受験番号2026年度  学校推薦型選抜
芸術文化学部美術学科  小論文

「＜笑＞をキーワードとして自由に制作しなさい」という課題が与えられたとき、あなたはどのような作品を構想しますか。
できるだけ具体的に６００字以内で記述してください。
なお、テーマと具体的な表現内容に加え、作品のタイトル、形状と個数、サイズ、使用する画材や素材、技法を含めること
を条件とします。順序は問いません。
また、下書きなどが必要な場合は、表紙の裏面を使用してください。
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美術学科 小論文 出題の意図および評価基準 

 

本学科の学校推薦型選抜の入学試験においては、小論文を課しています。 

本学科において、美術やデザインを継続的に学ぶ過程で求められるのは、実技制作の能力

だけではありません。教養科目や専門科目の受講、自身の作品のプレゼンテーションなど含

め、言語を介した学習や、言語を用いた表現能力の基礎が必須となります。 

小論文の出題においては、受験生のみなさんが自分自身に引きつけて、より具体的に考え

ることが可能な、美術や美術制作などに関わるテーマを設定しています。 

以下の諸点は、出題の意図であると同時に、評価の基準です。 

 

（１）問題文を正確に読解できているか 

（２）問題に即しながら、柔軟かつ個性的な発想ができているか 

（３）論理的な文章構成がなされているか 

（４）的確な文章表現がなされているか 


